　　　市議会を傍聴しての雑感

　〇五年三月九日、午前九時に市議会に出かけ、「平成17年第一回市議会定例会」の本会議を終日傍聴させていただいた。その日は、市長の基本的施策に対する各派代表質問の第一日目にあたり、午前中は自由民主党と公明党、午後は社民・民主チャレンジ会議と日本共産党の代表質問と市長答弁を拝聴することができた。私としてははじめての市議会傍聴なので、この日の印象を中心に幾つかのことを書きとめておきたい。

　１、まず、傍聴手続の簡潔さと窓口職員の誠実さに感心した。私はずいぶん国会傍聴をしてきたが、その手続の厳しさとややこしさにはいつも閉口してきた。それが調布市議会では、住所・氏名を書くだけの手続で傍聴案内や若干の資料も配布してくれるということに痛く感動した。聞けば最近改革されたことなのだそうだが、市民に開かれた議会という第一印象を与えてくれた関係者の皆さんのご努力に深く感謝したい。ついでに言わせていただけば、ここまで改革を実現しながら、どうして写真撮影や録音を認めないという規則が残ったのだろうか。理由もよく分からないし残念なことだと感じた。

　２、代表質問という日程だったからかも知れないが、議員は全員が出席、朝一番から傍聴席は満席に近く、議場には緊張感も漂っていた。もっとも、お昼休みを過ぎると傍聴者が半減し、その分だけ議場の緊張感は薄れ、内職をする議員の姿も散見されるようになったが、いたずらに席を立つ議員もない。これは、八年間に及ぶという「議会ウオッチング」の活動が、議会内外につくりあげてきた大きな成果なのではないかと実感した。

　３、冒頭で行なわれた自民党の伊藤義男幹事長の質問は、長友貴樹市長の「六項目の選挙公約」の各項目に対する「野党としての批判と評価」を織り交ぜながら「その達成度を問う」ものだったが、総合的によく練り上げられっていることに正直驚きを覚えた。そこには、任期があと一年となった市長に「協調か敵対か」を迫る、よこしまなものとは言え「野党」としての決意と脅しがたっぷり込められていた。そのためと言っては気の毒かも知れないが、公明党の横山めぐみ幹事長の質問は、市長に「着かず離れず」のものに見え、独自のポリシーと迫力が見えなかった。社会・民主チャレンジ会議の漁郡司幹事長と日本共産党の雨宮幸男幹事長は、与党としての立場から永友市長の三年間の実績を評価しながら、こんごの施策の重点を問いかけていた。

　４、長友市長の答弁は、総じてまじめで真摯な印象はあったのだが、淡々と答弁書を読み上げるスタイルは、質問者が交代しても同じフレーズで答える場面も多く、正直なところ退屈を感じてしまった。例えば、市民や職員との対話を進めていることを何度も強調するのだけれど、その対話から得た具体的な感想や収穫について語らないと、せっかくの努力が理解されず、抽象的な話だけを聞かされた印象が残ってしまう。政策スローガンを繰り返すことの大切さを否定しないが、実践による具体的な裏づけを工夫していただきたいと思った。初めての傍聴にもかかわらず、長友市長が市民の立場からの政策展開に努力を傾けてきたという概要を、私なりに理解できたが、どのように具体的な努力をしたのかが分からないままに終わったのが残念である。（鈴木　彰）
